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研究成果の概要（和文）：本研究の目的は、独居高齢者の増加が深刻化する日本社会において、地域における
「共食の場」として共食プログラムを構築し、その効果を分析することであった。2019年度に本課題が採択され
た後、共食プログラムの実践にむけて国内の2地域で準備を進めていたが、COVID-19感染拡大のため共食が困難
になった。
コロナ禍における孤食は高齢者の健康に深刻な影響をもたらし、その状況を郵送アンケート調査等で研究を続け
た。さらに、スマートフォンのLINEを用いた「スマホ食事クラブ」の介入を実施し、バーチャルでの食の共有に
おいても、食欲や食態度（調理意欲等）の向上などの変化がみられたことを、質的・量的調査から示した。

研究成果の概要（英文）：The purpose of this study was to establish a communal meal program for older
 adults living in the community and to analyze its effectiveness. This project was started in 
FY2019, and preparations were underway in two regions in Japan to implement the communal meal 
program, but the spread of COVID- 19 infection made it difficult to implement the program.
Eating alone during the pandemic had a serious impact on the health of the elderly, thus, we 
continued to survey the health situation of the elderly in the community through mailed 
questionnaires. Furthermore, a "Smartphone Food Club" intervention using the LINE application was 
implemented, and qualitative and quantitative surveys showed that changes such as improved appetite 
and eating attitudes were also observed in the virtual sharing of food.

研究分野： フィールド栄養学

キーワード： 孤食　共食　地域在住高齢者　介護予防

  ２版
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研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究は、現代の日本社会で減少している「地域における共食の場」の介護予防としての効用や可能性を探求し
たものである。地域における新たな介護予防モデルの可能性を示すという点で、社会的な貢献度の高い研究であ
る。感染症の拡大によって、高齢者の孤立や孤食がより深刻な課題となり、共食の意義を多角的に再検討するう
えでも本研究の調査（感染症拡大下での高齢者の食生活の実態、食の共有の状況、バーチャル共食の効果）は意
義のあるものであったと考える。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
 
1．研究開始当初の背景 
 団塊の世代が 75 歳以上となる 2025 年の現実を目指し地域包括ケアシステムの構築が進めら

れてきた。少子高齢化を背景に、介護予防を地域ぐるみで担う必要性とその脆弱性が顕在化して

いる。一方で、介護予防に向けた地域での取り組みは、主に「運動教室」などの運動機能に重点

を置いたものが多く、住民主体の活動による介護予防効果についての検証は未だ報告が十分と

いえない。筆者らは「食を通じた介護予防」の可能性を探求し、国内外の地域在住高齢者を対象

にフィールド調査を重ねてきた。高知県の農村地域では高齢者の 33%が孤食であり、孤食の高齢

者では食品摂取の多様性に乏しく、やせ傾向にあり、心理的健康度（QOL）が低いことを報告し

た（Kimura Y, et al. 2012）。また、文化人類学的なインタビュー調査により、家庭での日常の共食

だけでなく、地域の祭事等における「非日常（ハレ）の食事」の共食機会の減少という変化が、

高齢者の食や社会性に与える影響についても考察してきた。文化人類学的研究によって国内外

でのフィールド調査を実施し、共食・孤食についての質的インタビューを通じて、日本の高齢者

における家族との共食の困難さや、かつては頻繁に見られていた「地域の行事・祭事での共食」

が現在ではほぼ見られなくなったという農村過疎地域の実態を明らかにした。独居高齢者にと

って、デイケアの利用が唯一の共食となっている状況も浮かび上がってきた。以上の背景から、

地域における共食の可能性に着目し、これを実践し評価するという着想に至った。 
 
2．研究の目的 

本研究の目的は、独居高齢者の増加が避けられない日本社会において、家族に代わる「共食の

場」として地域における共食プログラムを構築し、その活用実施を行うこととした。さらに、共

食プログラムの介護予防への効果に関しては、栄養、心理、身体機能という包括的な健康度の指

標を用いて疫学的手法を軸に分析する。また、介入前後において高齢者自身が共食をどのように

とらえ、食環境を含めた生活背景にどのような変化がおこったかに関して質的インタビューに

よって分析し、量的な効果検証と合わせて考察することで、地域での共食の意義を明らかにする

ことを目指した。 
 
3．研究の方法 
3-1．研究開始当初の研究計画 

住民主体の 2 団体（京都府西京区：カルチャー遊、高知県土佐町：とんからりんの家）におい

て新たに共食プログラムを導入し、疫学的手法を軸にその効果を検証する。 

【共食プログラムの実施】 
各高齢者サロンにおいて、①毎週 1 回の昼食の共食、②年間 5 回の「季節の行事に合わせた共

食」を、各団体のボランティアスタッフと学生との協働のもとに実施する。「季節の行事に合わ

せた共食」については、かつては伝統的におこなわれていた「非日常（ハレ）の食事」を再現

し、高齢者サロンにおいて共に調理し、共に食べる試みである。 

【包括的な健康状態の評価】 
 共食プログラムの効果について、実施前後の高齢者の包括的健康度の評価として、主観的指

標と客観的測定値を複合した下記の項目について、測定および聞き取り調査を行う。 
 A: 高齢者の総合機能評価における測定項目 

1) 栄養状態・口腔機能（食多様性） 2)身体機能（ADL、歩行、握力） 3)心理的健康  
4) 認知機能  5) 生活背景（地域のつながり、農業などの活動、食品入手） 

B：質的インタビュー： 食態度、交流による心理的変化、食の伝承、地域のつながり  

 



【調査地と対象者】 

 介入群 非介入群  非介入群の選定 （マッチング） 
京都市西京区 20 人 50～60 人 同地域にある高齢者住宅における健診参加者 
高知県土佐町 20 人 50～60 人 同町における年 1 回の健診参加者 

共食プログラムへの参加者を介入群とし、非介入群との比較解析を行なう。 
また、質的研究として、共食プログラムの前後において高齢者の食生活や人との交流の意識に関

する聞き取りを行い、共食プログラムへの参加がどのような変化をもたらしたか、量的データと

合わせて考察する。 
 
3-2．COVID-19 感染症拡大以降の研究計画の変更 
 2019 年度に本課題が採択された後、共食プログラムの実践にむけて上記 2 地域で準備を進め

ていた。各地域の住民団体とともに、予備的共食プログラムの実施や、プログラムを実施する前

の食に関するニーズをとらえるインタビュー調査を実施した。しかしながら、COVID-19 感染拡

大のため、共に食べるという状況自体が、極めて困難な状況になった。 
 そこで、当初の計画を変更し、主に下記の 3 点に関する調査・研究および実践介入を実施し

た。１）孤食と共食に関する状況について文献レビューや過去の調査データを活用し、整理・分

析する、２）感染症拡大下における高齢者の健康と食生活の実態の調査、３)スマートフォンを

用いたバーチャルな共食の実践とその効果の検証、である。特に、感染症拡大下において高齢者

が共に食事をとることは困難になったため、実践介入としては、スマートフォンのアプリケーシ

ョンである LINE を用いた「スマホ食事クラブ」の実践を計画した。この計画には、デジタル・

アンソロポロジーの分野で研究実績のあるロンドン大学・文化人類学分野にも協力を依頼し、国

際的な共同研究へと発展した。 
 
4．研究成果 
4-1．孤食と共食に関する状況の整理 

孤食と共食に関する先行文献をレビューし、筆者らの過去の調査データをまとめ、共食に関す

る状況をまとめた。筆者らは 2008 年から高齢者の孤食（日常的に一人で食事をとること）を調

査し、孤食では食品摂取の多様性に乏しく、やせ傾向にあり、心理的健康度（QOL）が低いこと

を過去に報告していたが（Kimura Y, et al. 2012）、今回新たに関東・関西圏の都市部および農村部

の既存データを分析し、孤食の頻度は都市部でより高く、東京都板橋区では対象の 75 歳の 212
人中 41％が孤食であり、子供と同居の場合でも 20％が一人で食べている実態をつかんだ。孤食

の頻度は農村よりも都市部でより高いという環境因子も明らかにした（木村ら 2020）。 
また、農村の調査地における共食について、広義の「食の共有」と捉えられる農作物のやり取

り（おすそ分け）にも注目した分析を行った。本課題の調査地（高知県土佐町）で実施したご

長寿健診の過去のデータを、農作業と作物の譲渡（おすそ分け）に着目して分析した。その

結果，農作業を行ない、かつ作物を譲渡している人は，作物を譲渡していない人に比べ統計

的有意に主観的幸福度，社会的役割（高次 ADL の指標の一つ）のスコアが高いことが明ら

かになった（野瀬ら 2022）。 
 
4-2．感染症拡大下における高齢者の健康と食生活の実態の調査 
 COVID-19 感染症拡大下の外出自粛等の影響により、高齢者のフレイル、サルコペニアの進行

が懸念されてた。世界各国からの研究により、特に高齢者の身体活動量の減少と、食習慣の悪化

および食事量の減少等が報告されていた。そこで、筆者らは、本課題の調査地において、感染症

の拡大による地域在住高齢者の主観的運動量および食事量変化と、ADL との関連を明らかにす

ることを目的とし郵送による質問紙調査を実施した。対象は、高知県土佐町に居住の 75 歳以上

の地域在住高齢者とし、2019 年および 2021 年の自記式質問紙調査に回答した 301 人（男 126／



女 175、平均 84.8 歳）である。2021 年の調査で、新型コロナウイルス感染症の拡大前に比べて、

日常的な運動量に変化は感じるか、および日常的な食事量に変化は感じるかを 4 択で問い、減っ

たと回答したものを主観的な運動量および食事量の低下群とした。2019 年および 2021 年の基本

的 ADL、TMIG-IC、および 6 か月間の体重減少の有無について自記式で問い、その変化を分析

した。その結果、運動量が減少したと回答した対象者は、男性：15.9%、女性：22.9%であり、

食事量が減少したと回答した者は、男性：7.9%、女性 4.6%であった。運動量が減少した者

としなかった者で基本的 ADL、TMIG-IC のスコアを比較したところ、2019 年時点と 2021
年のスコアにおいて、それぞれ有意な差がみられなかった。農村地域に居住する高齢者にお

いては、新型コロナウイルス感染症の影響による運動量および食事量の低下割合が先行研

究よりも比較的少なく、実際の ADL 低下との関連は 2021 年時点では見られなかったと考

えられる（木村ら 2022）。 
さらに、長期縦断疫学研究（SONIC 研究）の一環として 2020 年 8 月に兵庫県伊丹市、朝

来市の地域在住高齢者（コロナ前までの健診参加時に重症サルコペニアと診断されていな

い 79-81 歳）を対象に郵送調査を実施し、外出自粛期間中（2020 年 4，5 月頃）の体力低下

の状況と食生活を含めた日常生活の行動について調査を行った。結果として、「体力低下を

感じた」高齢者は調査回答者 254 人中 94 人

であった。そのうち、体力低下を感じた際に

「予防的行動」をとることができた 21 人を

対象にインタビュー調査を行い、背景要因を

質的に分析した（図 1）。その結果、コロナ禍

でのサルコペニア予防（運動や食事改善）の

行動にいたる背景として、高齢者の過去の経

験や記憶が健康行動において重要な役割を

もつことを報告した（Kimura Y, et al. 2022） 
                    図 1 COVID-19 感染拡大下でとった健康行動の分類 

 
4-3. バーチャルな共食の実践とその効果の検証 
 コロナ禍により共食は困難になったため、スマートフォンのアプリケーションである LINE を

用いた「スマホ食事クラブ」の実践を、ロンドン大学・文化人類学分野との共同で行った。対象

者は、土佐町の社会福祉協議会が月一回の頻度で実施している「高齢者のためのスマホ教室」の

参加者（22 人）のうち、LINE の利用ができる者のなかから、自由意志で参加を希望した 5 名と

した。バーチャル共食のプログラムは、「スマホ食事クラブ」の名称のもと、LINE のグループチ

ャットによる食事内容の共有を行うものである。参加者には、食事に関すること：食材、調理行

程、食事内容、料理の紹介、食事の様子（一緒に食べている人）など、自由に発信してもらうよ

うに依頼した。 
「スマホ食事クラブ」のグループチャットには、参加者の高齢者に加え、筆者をふくむ研究者

3 名、および、社会福祉協議会の職員 2 名がスタッフとして参加した。また、本プログラムの趣

旨は高齢者らが食を共有する交流に重点をおくため、スタッフらによる食事指導は行わないこ

ととした。これによって、「良い食事内容でなければ報告しづらい」という心理的プレッシャー

を回避し、共食の交流としての側面を楽しんで継続してもらえるように配慮した。介入の観察期

間は 1 か月とし、その介入期間の直前と直後に同じ質問票を用いた調査、およびインタビュー調

査を実施した。 
結果として、一か月の介入期間の前後で、精神的健康度（QOL など）や食態度に関する自記

式アンケートと個別インタビューを実施したところ、次のような特徴や効果が明らかになった。 



１）社会とのつながりの促進 
オンラインでの会話が実際に「食のおすそ

わけ」につながった例が確認された。  

（図 2） 
２）料理意欲の向上 
一人暮らしの高齢者では、自分の料理を人

に見せることで料理意欲が向上していた。

実際に、ある参加者が投稿した料理を参考

に自分も作ったという投稿もみられた。 
３）多世代交流と食の伝承への意識 
スマホを通じた食の共有は、多世代交流が

しやすいプラットフォームとして有効であった。調

理法等を若者に伝えたいという気持ちの高まりや食

の伝承を意識した発言も聞かれた。 

４）精神的な状況の変化 
 QOL の主観的健康度、家族関係・友人関係の満足度、幸福感が介入後に高いスコアになった

参加者もみられた。他の人の料理の写真をみて「食欲がわいた」という声もきかれ、実際に

食欲スコアも向上していた。 

このように、実施前後での高齢者の変化の分析から、バーチャルでの食の共有においても、食

欲や食意欲（調理意欲等）の向上や、「おすそ分け」行為の増加などの変化がみられたことを、

質的・量的調査から示した (Sasaki R, Haapio-Kirk L, Kimura Y. 2021)。 
 
4-4. 成果の総括 
 本研究は、現代の日本社会で減少している「地域における共食の場」の介護予防としての効用

や可能性を探求した。感染症の拡大によって、高齢者の孤立や孤食がより深刻な課題となるなか

で、共食の意義を多角的に再検討するうえでも本研究（感染症拡大下での高齢者の食生活の実態、

食の共有の状況、バーチャル共食の効果）の分析・報告は意義のあるものであったと考える。 
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